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履修に
当たっての
注意・助言

講義計画

 (1)関連論文より研究に必要な史料をピックアップする。
 (2)史料解読1：各自用意した史料を読み、研究を進める。
 (3)史料解読2：各自用意した史料を読み、研究を進める。
 (4)史料解読3：各自用意した史料を読み、研究を進める。
 (5)史料解読4：各自用意した史料を読み、研究を進める。
 (6)史料解読5：各自用意した史料を読み、研究を進める。
 (7)史料解読6：各自用意した史料を読み、研究を進める。
 (8)史料解読7：各自用意した史料を読み、研究を進める。

テキスト 受講生の研究テーマに応じて、授業中に指示します。

参考書

目的と概要
文献史料の解読の方法を学びます。研究法２Ａで収集した史料を解読することが目標です。この作業の間に、
誰も知らない史料に出会えるかもしれません。また、新しい解釈の方法が見つかるかもしれません。そのような
発見を重ねてゆくことが、歴史研究なのです。
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